
法第三十七条  港湾区域内において又は港湾区域に隣接する地域であつて港湾管理者が

指定する区域（以下「港湾隣接地域」という。）内において、左の各号の一に掲げる行為を

しようとする者は、港湾管理者の許可を受けなければならない。但し、公有水面埋立法（大

正十年法律第五十七号）第二条第一項の規定による免許を受けた者が免許に係る水域につ

いてこれらの行為をする場合は、この限りでない。 

 一  港湾区域内の水域（政令で定めるその上空及び水底の区域を含む。以下同じ。）又

は公共空地の占用 

 二  港湾区域内の水域又は公共空地における土砂の採取 

 三  水域施設、外郭施設、係留施設、運河、用水きよ又は排水きよの建設又は改良（第

一号の占用を伴うものを除く。） 

 四  前各号に掲げるものを除き、港湾の開発、利用又は保全に著しく支障を与えるおそ

れのある政令で定める行為 

 ２  港湾管理者は、前項の行為が、港湾の利用若しくは保全に著しく支障を与え、又は

第三条の三第九項若しくは第十項の規定により公示された港湾計画の遂行を著しく阻害し、

その他港湾の開発発展に著しく支障を与えるものであるときは、許可をしてはならず、ま

た、政令で定める場合を除き、港湾管理者の管理する水域施設について前項第一号の水域

の占用又は同項第四号の行為の許可をしてはならない。 

 

施行令第十五条  法第三十七条第二項の政令で定める場合は、次の各号に掲げる場合とす

る。 

 一  水域施設、外郭施設、係留施設、臨港交通施設又は航行補助施設の建設、改良、維

持又は復旧の工事のため水域の占用が必要となる場合 

 二  沈没船等の引揚のため水域の占用が必要となる場合 

 三  港湾管理者が指定する行為のため水域の占用が必要となる場合 


